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表紙の説明

　科学センターではもっと科学に

親しんでもらうため、毎月第三日

曜日を「科学センターの日」と定

めました。１階の展示スペースと

科学おもちゃコーナーで「サイエ

ンス先生」が子供たちに科学おも

ちゃの遊び方などを解説します。

　科学センターは昭和35年に地

域の科学の拠点として設立され、

科学への興味を育む環境作りなど

を推進しています。

科学センターの日

図書館全館で、
読書手帳を配布します

図書館ホームページをリニューアルしました

○読書マラソン

　自分の読書目標を設定し、

目標冊数の達成度をグラフで

見ることができます。

　楽しく読書記録を伸ばして

みませんか？

○My本棚

　今まで読んだ本と、これから読みたい本を整理・管理でき

ます。読みたい本を「お気に入りリスト」に登録しておき、

資料予約することも可能です。

○１度に複数冊の予約が可能に

　借りたい本を複数冊カートに入れ、まとめて予約できるよ

うになりました。また本の表紙の画像を、検索画面に表示す

ることで、より分かりやすくなりました。

　市内の全図書館で、読書手帳を無料配布します。本を読ん

だ感想や、心に残ったフレーズなどを書き留めてみません

か？

期間　３月１日から

部数　一般用、児童用各５千部（先着順）

※１人１冊に限ります

デザインを一新し、便利な機能がプラスされました。

読書手帳の記入例（児童用）

本のタイトル 感想などを

自由に記入

★中央図書館と周東図書館では、貸し出し中の図書名などを

シールに印刷することができます。読書手帳に貼り付けると、

あなたの読書履歴を記録することができます

★２冊目以降は、図書館ホームページで手帳の様式をダウン

ロードして印刷することができます

中央図書館司書　上木知美

リニューアルオープン
リニューアルオープン
　　　限定デザイン
　　　限定デザイン
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図書館

　中央図書館は２月末に空調設備工事が完了し、より快適な環境で利用

できるようになりました。また本を検索するパソコンも増え、読みたい

本を探しやすくなりました。図書館に出掛けてみませんか？ 思いがけ

ない本との出会いが、あなたを待っているかもしれません。

　

月
に
１
～
２
回
、
図
書
館
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
で
悩
ん
だ

と
き
や
、
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
た
と
き
な
ど
、
気
軽
に
知
り

た
い
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

て
便
利
で
す
。
館
内
だ
と
、
本
を

選
ん
で
い
る
間
も
、
子
供
た
ち
に

目
が
行
き
届
く
の
で
安
心
で
す
。

　

子
供
が
小
さ
い
と
き
は
、
土
日

に
図
書
館
で
開
か
れ
る
お
は
な
し

会
に
よ
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
で
は
選
ば
な
い
よ
う
な
本
を
読

ん
で
も
ら
え
る
の
で
、
新
し
い
発

見
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

藤
本
泉み

ず

え枝
さ
ん

子
供
と
一
緒
に
図
書
館
へ

真ま

お緒
ち
ゃ
ん

航こ
う

く
ん

図書館って、こんなに便利！

○来館しなくても、資料予約ができます

　図書館のホームページから、本やDVDなどの資料

の検索、予約ができます。貸し出し・予約状況の確認

や、貸し出し延長の手続きもできます。

★資料の受け取りをする図書館を指定できます

★資料が用意できた場合の連絡は、メールでお知らせ

することができます

　貸し出しした資料は、どの図書館でも返却でき

ます。閉館時は、外に設置しているブックポスト

に返却できます（CD、DVD、紙芝居などは窓口

に返却してください）。

○市内の全図書館で返却できます

問中央図書館☎㉛0046、岩国図書館☎410880、中央図書館麻里布分

室☎㉒5845、由宇図書館☎635117、玖珂図書館☎824444、周東図

書館☎841765、錦図書館☎722246、美和図書館☎950005

休館日　月曜（錦図書館のみ日曜）、祝日、第３木曜、特別整理休館日

に出掛けてみませんか

図書館は、誰でも利用できます

　市内に在住する人、市内に通勤・通学する人なら誰

でも利用できます。

　本は１人10冊、CD・DVDは合わせて４点まで、

２週間借りることができます。

　市内には８館の図書館

があります。また２台の

自動車図書館が市内全域

を巡回しています。

　各図書館では、定期的

におはなし会などを開催

しています。ぜひチェッ

クしてみてください。

？

★
館
内
で
は
最
新
の
雑
誌

を
よ
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す

★
偉
人
の
伝
記
を
読

む
の
に
夢
中

★
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や

車
の
本
が
大
好
き

利用者に聞きました

　資料の貸し出し、ホームペー

ジからの予約サービスなどの利

用には、図書利用券が必要です。

みんながくるのを

　　まっちょるよ
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

第63回文化財防火デー

地
域
と
共
に
文
化
財
を
守
る

　

１
月
26
日
、
第
63
回
文
化
財
防
火

デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
横
山
の
「
昌
明

館
付
属
屋
及
び
門
」
で
消
防
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
か
ら
出
火
し
要
救
助
者
が
取

り
残
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が

行
わ
れ
、
火
災
の
第
一
発
見
者
は
大

声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
ん
で
応
援

を
頼
み
、
駆
け
つ
け
た
地
元
住
民
が

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期
消
火
を
試
み

ま
し
た
。
続
い
て
消
防
署
員
が
火
災

現
場
に
突
入
し
、
逃
げ
遅
れ
た
要
救

助
者
を
救
出
し
た
後
、
消
防
署
員
と

消
防
団
員
が
連
携
し
一
斉
放
水
を
行

い
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年

１
月
26
日
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
で
国

宝
の
金
堂
壁
画
が
火
災
で
焼
損
し
た

こ
と
を
機
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
全
国

で
消
防
演
習
な
ど
文
化
財
を
火
災
か

ら
守
る
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昌
明
館
は
江
戸
時
代
中
期
に
７
代

藩
主
吉
川
経
倫
の
隠
居
所
と
し
て
建

造
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
長
屋
と

門
が
残
さ
れ
て
お
り
、
平
成
７
年
に

市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
文
化
財
保
護
課
☎
41
０
４
５
２

広報いわくに

▲消防訓練には地元住民や消防団員、消防

　署員などが参加

44
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１
月
20
日
、
岸
信
夫
外
務
副
大
臣

ら
が
市
を
訪
れ
、
空
母
艦
載
機
の
厚

木
基
地
か
ら
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
に

つ
い
て
、
福
田
良
彦
市
長
、
桑
原
敏

幸
議
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。
米
側

の
計
画
で
は
空
母
艦
載
機
の
移
駐
が

平
成
29
年
７
月
以
降
か
ら
段
階
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
や
移
駐
に
伴
う
航
空

機
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
１
月
27
日
に
市
議

会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
岸
外

務
副
大
臣
ら
の
説
明
に
対
し
、
市
議

会
の
各
会
派
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
月
５
日
に
は
、
菅
儀よ

し
ひ
で偉

内
閣
官

房
長
官
ら
が
市
を
訪
れ
、
対
応
し
た

福
田
市
長
ら
に
、
Ｆ
―

35
Ｂ
な
ど
の

受
け
入
れ
に
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
つ
い
て

理
解
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

福
田
市
長
は
、
43
項
目
の
安
心
安
全

対
策
と
地
域
振
興
策
な
ど
に
つ
い
て
、

国
が
目
に
見
え
る
形
で
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

安
心
安
全
対
策
な
ど
を
要
請

空
港
を
活
か
し
て
観
光
Ｐ
Ｒ

空母艦載機の岩国基地への
移駐について説明

▲会談する福田市長（右側手前）と菅内閣官房長官（左

　側手前）

▲全員協議会で説明を行う岸外務副大臣

▲観光宣伝隊の出発に当たり、意気込みを述べる福田

　市長（右から２人目）

▲羽田空港では観光展を開催

岩国市観光宣伝隊

　

東
京
都
市
圏
か
ら
の
観
光
客
誘
致

を
目
指
し
、
２
月
８
日
、
福
田
良
彦

市
長
を
は
じ
め
26
人
の
岩
国
市
観
光

宣
伝
隊
が
岩
国
錦
帯
橋
空
港
か
ら
東

京
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

空
港
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
出
発

式
で
は
、
観
光
宣
伝
隊
の
顧
問
を
務

め
る
福
田
市
長
が
「
開
港
５
年
目
を

迎
え
た
錦
帯
橋
空
港
は
、
利
用
者
も

１
５
０
万
人
を
突
破
し
堅
調
に
推
移

し
て
い
る
。
こ
の
度
沖
縄
線
が
通
年

運
航
で
復
活
す
る
な
ど
利
便
性
も
高

ま
り
、
今
後
空
港
を
基
軸
と
し
た
岩

国
の
観
光
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

観
光
宣
伝
隊
の
派
遣
は
昭
和
54
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
３
日
間
の

行
程
で
は
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
や
マ
ス
コ
ミ
訪
問
な
ど

の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
羽
田

空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
観
光
展
を

行
い
、
シ
ロ
ヘ
ビ
の
展
示
や
岩
国
寿

司
の
模
型
の
設
置
、
岩
国
の
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
を
行
う
な
ど
、
多

く
の
来
場
者
に
岩
国
へ
の
訪
問
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。 

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６
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す
ま

い
る

Smile

Vol.95

山本　爽
そ う た ろ う

太郎さん

（玖珂町在住）

　小学１年生からホッ

ケーを始め、昨年Ｕ－

16ジュニアユース（日

本中学選抜）ホッケー

代表チームに選抜され

る。11月にオーストラ

リアで行われた国際大

会に出場。

▼昨年11月、オーストラリアで行われた国際
大会で日本代表としてプレーする山本さん

エスキーの写真

6

気
持
ち
に
は
引
力
が
あ
る

　

目
指
せ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

ド
リ
ブ
ル
、
シ
ュ
ー
ト
と
高
速
で
ボ
ー
ル

が
行
き
交
う
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
試
合
展
開
が

見
ど
こ
ろ
の
ホ
ッ
ケ
ー
。
小
・
中
学
校
と
８

年
間
ホ
ッ
ケ
ー
に
取
り
組
み
、
数
々
の
大
会

で
優
勝
・
入
賞
を
重
ね
て
き
た
山
本
爽
太
郎

さ
ん
は
そ
の
実
力
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
16
歳

以
下
の
日
本
代
表
選
手
の
一
員
に
選
抜
。
11

月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
国
際
大

会
に
出
場
し
、
見
事
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
の
時
、
友
達
に
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
山
本
さ

ん
。
き
つ
い
練
習
が
嫌
で
、
や
め
た
い
と
思

う
こ
と
も
何
度
か
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、

厳
し
い
練
習
を
続
け
る
う
ち
、
少
し
ず
つ
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
面
白
さ
を
感
じ
始

め
ま
す
。
試
合
な
ど
で
他
県
の
選
手
と
の
つ

な
が
り
も
増
え
た
こ
と
で
互
い
に
刺
激
を
受

け
合
い
、
よ
り
頑
張
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
。

よ
う
、
自
分
が
一
番
声
を
出
し
て
い
く
よ
う

心
掛
け
た
と
い
い
ま
す
。「『
気
持
ち
に
は
引

力
が
あ
る
』
と
い
う
言
葉
が
一
番
好
き
で
す
。

試
合
前
に
ア
ッ
プ
を
す
る
と
き
も
、
声
を
出

し
な
が
ら
気
持
ち
も
体
も
自
分
で
上
げ
て
い

き
、
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ

て
試
合
に
臨
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

ホ
ッ
ケ
ー
の
一
番
の
魅
力
は
、
自
分
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
扱
い
方
や
工
夫
次
第
で
、
プ

レ
ー
の
幅
を
い
く
ら
で
も
広
げ
ら
れ
る
と
こ

ろ
と
話
す
山
本
さ
ん
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
練
習

を
し
て
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
を
触
ら
な

い
日
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
の
ホ
ッ
ケ
ー
と
は
「
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
」
と
話
す
山
本
さ
ん
に
、

今
後
の
目
標
を
尋
ね
ま
し
た
。「
昨
年
の
国

際
大
会
で
海
外
の
選
手
の
戦
い
方
や
文
化
の

違
い
を
実
際
に
目
に
し
て
、
世
界
の
広
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
高
校
３
年
間
で

も
っ
と
成
長
し
て
、
３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
ち
た
い
で
す
」

▲得点王を獲得した、中学生の全国
　大会での試合の様子

▲小学６年生の時に西日本大会で優　
　勝、アシスト王に輝く

そ
れ
か
ら
は
ホ
ッ
ケ
ー
が
ど
ん

ど
ん
楽
し
く
な
り
「
遊
ぶ
よ
り

も
ホ
ッ
ケ
ー
が
や
り
た
い
」
と

思
う
ほ
ど
、
熱
中
し
て
練
習
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

玖
珂
中
学
校
で
は
ホ
ッ
ケ
ー

部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
ま
し
た
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
一
番
大
切
に
し
て

い
た
と
い
う
山
本
さ
ん
は
、
試

合
の
時
に
皆
が
「
勝
つ
ぞ
」
と

い
う
気
持
ち
で
プ
レ
ー
で
き
る



　

２
月
７
日
、
尾
津
町
の
れ
ん
こ
ん

ほ
場
で
岩
国
れ
ん
こ
ん
の
掘
り
取
り

体
験
が
行
わ
れ
、
市
民
や
岩
国
基
地

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
特
産
物
で
あ
る
「
岩
国
れ

ん
こ
ん
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
参
加
者

は
レ
ン
コ
ン
が
横
向
き
に
生
え
て
い

る
こ
と
や
、
掘
り
取
り
方
な
ど
を
レ

ン
コ
ン
農
家
か
ら
教
わ
っ
た
上
で
、

ほ
場
に
入
り
ま
し
た
。

転ばないように
気を付けてね

　

体
験
中
、
ぬ
か
る
ん
だ

泥
に
足
が
埋
ま
っ
て
動
け
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
周
り

の
人
と
協
力
し
な
が
ら
約
３
５
０

㎏
分
の
レ
ン
コ
ン
を
し
っ
か
り
掘

り
取
っ
て
い
ま
し
た
。

岩
国
れ
ん
こ
ん
掘
り
取
り
体
験

7 2017.3.1
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筆を走らせ、心新たに

新春！郷土かるた大会

　１月６日～22日、由宇歴史民

俗資料館で「だるま展～日本のお

もちゃはなぜ赤い～」が開催され

ました。大竹市の小沢康甫氏が全

国を回り集めた千点以上のコレク

ションの内74点を展示したもので、

来場者は地域によって異なる色や

形、素材のだるまを熱心に見入り

ながら、小さな郷土玩具にも大き

な意味があることを学びました。

　１月８日、錦川清流線を利用し

て廿日市市の厳島神社で初詣を行

う「新春初詣列車」が運行されま

した。錦川清流線の利用拡大のた

め毎年恒例で行われている初詣

列車は今回で37回目を数え、錦・

美川地域を中心とした錦川流域の

多くの参加者でにぎわい、それぞ

れが今年一年の無病息災を祈願し

ました。

　１月15日、玖珂こどもの館で39回目となる「玖珂郷土かる

た大会」が開催されました。40人以上の幼稚園・保育園児と

小学生が選手、中学生や保護者が読み手となって、地域の文化

や歴史を学びながら、学年ごとに優勝を目指して白熱した試合

を行いました。

　１月５日、周東中央公民館と周東中央福祉会館で「第32回

周東町新春書き初め会」が行われました。小・中学生57人が

参加し「ゆめ」「初日」「飛梅」「輝く未来」の題目に取り組み

ました。参加者は新しい年を迎え心新たに、緊張した面持ちで

筆を走らせていました。

無病息災を祈願して

だるまがずらり



　１月19日、錦ふるさとセンター

で人権研修会「Ｐｅｐ Ｔａｌｋ 言葉

が変われば心も身体も健康になれ

る健幸法」が開催されました。

　講師の末永成一氏が、元気・活

気・勇気を与えるトーク術につい

てユーモアを交えて講演した後、

参加者は二人一組で実践し、コ

ミュニケーションにおける言葉選

びの大切さを学びました。

　１月24日、本郷ふるさと交流

館で「おとな可愛いビクトリアン

チックなアンティークポーチ作

り」が開催され10人が参加しま

した。ポーチにはパッチワークの

要素を取り入れており、受講者は

さまざまな縫い方を学びながら、

アンティークレースを使用するな

ど、自分好みのデザインで思い思

いに作品を作りました。

ちょこっとおしゃれな大人チョコ作り

　１月23日、中央公民館で洋菓子教室が開かれ、甘さ控えめ

のおしゃれなチョコレート菓子「チョコレートサラミ」を作り

ました。溶かしたビターチョコレートにバターやマシュマロ、

ドライフルーツなどを混ぜ、固めて切り分けた後バレンタイン

用にリボンやフラワーでラッピングしました。

竹刀のぶつかり合う音が響きわたる

　１月15日、美和トレーニングセンターで「第38回美和新春

剣道大会」が開催され、市内外から17団体185人の小・中学

生が参加しました。熱戦が繰り広げられた会場では、気合の入っ

た掛け声と竹刀をぶつけ合う音が響きわたり、選手たちは日頃

の練習の成果を存分に発揮していました。

世界に一つだけの作品

コミュニケーションか
ら育む人権

④③

② ①
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●
反
復
性
臍さ

い
せ
ん
つ
う

疝
痛
２

10広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[132]

サケとチーズの
　　　　　　コロッケ

　

今
回
は
反
復
性
臍
疝
痛
を
起
こ
し
や
す
い

タ
イ
プ
を
知
る
意
味
か
ら
も
A
君
の
特
徴
を

挙
げ
て
み
ま
す
。
体
格
は
痩
せ
て
血
色
は
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。
筋
肉
の
発
達
も
悪
く
、
腹

部
も
柔
ら
か
く
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
嫌

い
が
激
し
い
の
で
、
普
段
か
ら
ご
飯
は
少
し

し
か
食
べ
ま
せ
ん
が
、
甘
い
も
の
は
好
き
で
、

幼
稚
園
か
ら
帰
る
と
必
ず
冷
蔵
庫
の
ジ
ュ
ー

ス
や
炭
酸
飲
料
を
一
気
に
飲
み
干
し
、
果
物

や
お
菓
子
を
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

性
格
は
あ
ま
り
活
動
的
で
な
く
、
外
で
友

達
が
遊
ん
で
い
て
も
自
分
か
ら
出
掛
け
る
こ

と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
や
漫
画
、

ゲ
ー
ム
、
プ
ラ
モ
デ
ル
、
図
鑑
な
ど
に
熱
中

す
る
タ
イ
プ
で
す
。
神
経
質
で
す
が
、
か
ん

し
ゃ
く
は
そ
こ
ま
で
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
元

来
胃
腸
が
弱
く
、
便
秘
に
な
っ
た
り
、
下
痢

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
ト
イ
レ
も
近
く
、

２
時
間
と
持
ち
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
こ
の
腹

痛
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

１
９
１
３
年
に
モ
ロ
ー
と
い
う
人
が
、
こ

の
小
児
期
に
多
い
機
能
性
腹
痛
を
「
反
復
性

臍
疝
痛
」
と
名
付
け
て
以
来
、
原
因
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
結
局
、
神
経
系
の
発
達
が
盛
ん
な
た
め

に
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
腸
管
が

け
い
れ
ん
性
の
収
縮
を
来
す
た
め
に
、
疝
痛

（
キ
リ
ー
ッ
と
し
た
痛
み
）
を
起
こ
す
の
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
精
神
安
定
剤
や
、
一
般
の

腹
痛
止
め
の
薬
が
投
与
さ
れ
、
心
身
症
の
立

場
か
ら
は
、
保
護
者
へ
の
助
言
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
治
療
法

は
対
症
療
法
の
域
を
出
な
い
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
漢
方
で
は
こ
の
疾
患
に
対
し
て

効
果
的
な
薬
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
も

こ
う
い
っ
た
疾
患
を
起
こ
し
や
す
い
体
質
を

改
善
し
な
が
ら
腹
痛
を
取
り
除
く
の
で
、
他

の
症
状
も
消
え
た
り
、
疲
れ
や
す
い
体
が
元

気
に
な
っ
た
り
と
、
思
わ
ぬ
副
産
物
が
生
ま

れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
代
表
的
な
薬
が
「
小

し
ょ
う
け
ん
ち
ゅ
う
と
う

建
中
湯
」

で
す
。
本
来
、
漢
方
で
は
１
つ
の
診
断
名
に

対
し
て
１
つ
の
処
方
と
い
う
考
え
方
は
し
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
小
建
中
湯
が
適
応
す
る

疾
患
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
場

合
「
反
復
性
臍
疝
痛
」
を
起
こ
し
や
す
い
人

の
心
と
体
の
状
態
が
、
小
建
中
湯
の
効
能
と

合
致
す
る
た
め
に
効
果
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
疾
患
は
、
小
建
中
湯
で
ほ
と
ん
ど

改
善
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
次
回
は
小
建
中
湯
の
効
果
・
効
能

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 288kcal/ 人　●塩分 0.7g/ 人　●カルシウム 169mg/ 人

①ジャガイモの皮をむき厚めに切って鍋に入れ、牛

　乳を加えふたをして火にかける。沸いてきたら混

　ぜながら中火で15分ほど煮る。水分が無くなり

　柔らかくなったら火を止めつぶす。塩コショウを

　加え粗熱を取る。

②甘塩ジャケをラップで包み、電子レンジ600Wで

　２分加熱、またはフライパンにクッキングシート

　を敷き焼く。粗熱が取れたら皮と骨を除きほぐす。

③①と②を混ぜ合わせ、８等分する。

④ベビーチーズは１個を２等分にし、８個作る。③

　の真ん中にチーズを載せて俵型にする。

⑤④に薄力粉、卵、パン粉を順に付ける。170℃に

　熱した油で２～３分、きつね色になるまで揚げて、

　付け合わせの野菜と共に器に盛る。

★ひとことポイント★

　ベビーチーズは、スライスチーズかクリームチー

ズにしてもおいしいです。

材料（４人分）

・ジャガイモ…４個

・牛乳…１カップ強

・甘塩ジャケ…１切れ

・ベビーチーズ…４個

・塩コショウ…少々

・薄力粉…大さじ２

・卵…1/2個

・パン粉…20g

・揚げ油…適量

・レタス…適量

・ブロッコリー…適量

・トマト…適量

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会
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申
問
保
険
年
金
課
国
民
年
金
班
☎
㉙
５
０
８

６
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

就
学
援
助
制
度

対
象　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
（
私
立

小
・
中
学
校
お
よ
び
市
外
の
国
公
立
小
・
中

学
校
在
籍
児
童
生
徒
の
保
護
者
も
含
む
）

内
容　

学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
の
援
助

申
請
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
４
月
28
日
㈮

申
市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
、
学
校
教
育
課
、

教
育
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出

問
学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
４
、
教
育
支
所

い
わ
く
に
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

　

３
月
４
日
㈯
か
ら
、
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

を
一
部
改
正
し
ま
す
。
途
中
停
留
所
の
時
刻

や
運
賃
、
各
方
面
の
運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
、
ポ
ケ
ッ
ト
時
刻
表
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
わ
く
に
バ
ス
☎
㉒
１
０
９
２

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

３
月
14
日
㈫
・
16
日
㈭
・
21
日
㈫
～

緑
の
募
金

　

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
「
緑
の
募
金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
緑

化
の
推
進
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

募
金
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
５
月
31
日
㈬

問
緑
化
推
進
委
員
会
（
農
林
振
興
課
内
）
☎

㉙
５
１
１
５
、
総
合
支
所
、
支
所

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

　

本
人
の
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
20
歳
以
上
の
学
生
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
学
生

証
の
両
面
コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印

鑑
な
ど

※
在
学
す
る
大
学
な
ど
が
学
生
納
付
特
例
事

務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
大

学
な
ど
の
窓
口
で
も
申
請
で
き
ま
す

※
所
得
と
は
、
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
か
ら

給
与
所
得
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
金
額
で

す
。
家
族
の
所
得
の
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん

※
前
年
度
の
承
認
を
受
け
、
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
を
３
月
末
に
送
付
し
ま
す

※
在
学
す
る
学
校
を
変
更
し
た
場
合
は
窓
口

で
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

●
保
険
料
の
追
納

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
へ
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

23
日
㈭
・
27
日
㈪
～
31
日
㈮　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

臨
時
福
祉
給
付
金

　
　
　
　
　
　

（
経
済
対
策
分
）

　

平
成
26
年
４
月
に
消
費
税
率
が
８
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の
低
い

人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。
今
回
の
給
付
金
は
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
９
月
ま
で
の

２
年
半
分
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

対
象　

平
成
28
年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
課
税
さ
れ
て
い

る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
、
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
人
な
ど
を
除

く
）

給
付
額　

１
万
５
千
円
／
人

申
請
期
間　

３
月
23
日
㈭
～
６
月
23
日
㈮

申
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
人
に
対
し
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
な
ど
を

郵
送
す
る
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
返
信
用
封
筒
に
て
提
出

※
申
請
書
を
送
付
さ
れ
た
人
が
必
ず
給
付
金

の
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

※
手
続
き
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で

住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
で
行
い
ま
す

問
臨
時
福
祉
給
付
金
対
策
室
☎
㉙
５
０
２
５

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

お
知
ら
せ
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高
齢
者
の

　
　

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

日
時　

３
月
９
日
㈭
～
15
日
㈬

重
点
目
標　

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
着
用
の
促
進　

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
㉙
５
０
１
８

公
共
下
水
道
の
供
用
と
下
水
の

処
理
開
始
区
域
の
縦
覧

　

公
共
下
水
道
の
供
用
と
下
水
道
処
理
を
３

月
31
日
か
ら
開
始
す
る
区
域
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

３
月
６
日
㈪
～
21
日
㈫

○
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

※
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
は
対
象
外

問
市
民
課
☎
㉙
５
０
３
９
、
保
険
年
金
課
☎

㉙
５
０
８
２
、
高
齢
障
害
課
☎
㉙
５
０
７
４
、

こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
５

住
所
が
変
わ
っ
た
ら
届
け
出
を

　

市
外
へ
転
出
・
市
外
か
ら
転
入
・
市
内
で

転
居
し
た
と
き
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
人　

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
人

（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
）

必
要
な
も
の　

窓
口
で
届
け
出
を
す
る
人
の

身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）、印
鑑
、転
入
の
場
合
は
転
出
証
明
書（
前

住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
も
の
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い

※
転
出
・
転
入
・
転
居
の
届
け
出
に
は
、
異

動
前
後
の
住
所
、
異
動
日
（
転
出
に
つ
い
て

は
予
定
日
で
も
可
）
、
異
動
す
る
人
の
氏
名
・

生
年
月
日
が
必
要
で
す

※
転
入
・
転
居
は
、
引
越
し
を
し
た
日
か
ら

14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

※
外
国
籍
の
人
は
パ
ス
ポ
ー
ト
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い

問
市
民
課
☎
㉙
５
０
３
９
、
総
合
支
所

縦
覧
場
所　

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

下
水
道
課
、
総
合
支
所
農
林
建
設
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

縦
覧
区
域　

○
岩
国
区
域
（
一
文
字
処
理
区
）
＝
装
束
町

五
丁
目
の
一
部

○
岩
国
区
域
（
尾
津
処
理
区
）
＝
南
岩
国
町

一
丁
目
・
二
丁
目
、
平
田
五
丁
目
の
各
一
部

○
由
宇
区
域
＝
南
沖
二
丁
目
・
三
丁
目
、
由

宇
崎
の
各
一
部

○
周
東
区
域
＝
下
久
原
の
一
部

問
下
水
道
課
☎
㉙
５
１
４
３

市
役
所
の
窓
口
業
務
を

　
　
　
　
　

一
部
延
長
し
ま
す

　

住
民
異
動
の
多
い
時
期
に
、
窓
口
の
業
務

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

日
時　

３
月
29
日
㈬
～
４
月
５
日
㈬
の
平
日

17
時
15
分
～
19
時

●
市
民
課（
１
階
）

○
転
入
、
転
出
な
ど
住
民
異
動
の
手
続
き　

○
住
民
票
、
戸
籍
関
係
証
明
書
、
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
各
種
証
明
書
の
発
行

●
保
険
年
金
課（
１
階
）

○
転
入
、
転
出
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
の
手
続
き

●
高
齢
障
害
課（
１
階
）

○
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
手
続
き

●
こ
ど
も
支
援
課（
２
階
）

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

▲昨秋行われた高齢者の交通事故防止
　キャンペーンの様子
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検
査
項
目　

問
診
、
計
測
、
血
液
検
査
、
尿

検
査
、
便
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
心
電
図

検
査
、
胃
透
視
ま
た
は
内
視
鏡
検
査
な
ど

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

申
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
保
険
年
金

課
、
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
支
所
市
民
福

祉
班
へ

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
３

平
成
29
年
度
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

対
象　

岩
国
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
平
成
29
年
度
中
に
35
歳
以
上
75
歳
未
満

（
昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭
和
58
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）
で
あ
る
人
（
平
成
28
年
度
に
受

診
し
た
人
は
対
象
外
）

※
体
内
に
金
属
が
入
っ
て
い
る
人
、
脳
疾
患

で
治
療
中
の
人
な
ど
は
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
事
前
の
医
療
機
関
へ
の
問

い
合
わ
せ
は
控
え
て
く
だ
さ
い

定
員　

①
岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病

院
＝
２
０
０
人　

②
周
東
総
合
病
院
＝
20
人
（
70
歳
未
満
の
人

で
１
日
人
間
ド
ッ
ク
と
セ
ッ
ト
受
診
す
る
人

に
限
る
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

個
人
負
担　

検
査
費
用
の
２
割
程
度
（
５
千

円
程
度
）

※
②
＝
人
間
ド
ッ
ク
料
金
が
別
途
必
要

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬

自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
警
察

合
同
説
明
会

　

自
衛
官
、
海
上
保
安
官
、
警
察
官
を
目
指

す
人
向
け
に
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

①
３
月
８
日
㈬　

10
時
～
16
時
（
自

衛
隊
の
み
）　
　

②
３
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時
（
自
衛
隊
、

海
上
保
安
庁
、
警
察
）　

場
所　

①
＝
市
役
所　

４
階
会
議
室
42

②
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

特
別
会
議
室

問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事

務
所
☎
㉓
１
５
８
０

平
成
29
年
度
１
日
人
間
ド
ッ
ク

対
象　

岩
国
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
平
成
29
年
度
中
に
35
歳
以
上
75
歳
未
満

（
昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭
和
58
年
３
月
31

日
生
ま
れ
）
で
あ
る
人　

定
員　

○
岩
国
み
な
み
病
院
＝
１
２
０
人　

○
錦
病
院
＝
70
人　

○
岩
国
市
医
療
セ
ン
タ

ー
医
師
会
病
院
＝
50
人　

○
周
東
総
合
病
院
、

藤
政
病
院
、
玖
珂
中
央
病
院
、
大
和
総
合
病

院
＝
い
ず
れ
も
30
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
昨
年
受
診

し
て
い
な
い
人
を
優
先
）

個
人
負
担　

検
査
費
用
の
２
割
程
度
（
６
千

円
～
８
５
０
０
円
程
度
）

申
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
保
険
年
金

課
、
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
支
所
市
民
福

祉
班
へ

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
３

平
成
28
年
度　

第
一
工
場
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
等
測
定
結
果

　

第
一
工
場
（
ご
み
焼
却
施
設
）
か
ら
排
出

さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
国
の
排
出
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

※
１
ng
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
は
10
億
分
の
１
ｇ

問
環
境
施
設
課
☎
㉛
５
３
０
５

広告

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404

測定項目 測定単位 排出基準値 測定結果

ば い じ ん 濃 度 g/㎥ N 0.15以下 0.007未満

硫 黄 酸 化 物 排 出 量 ㎥ N/h 15以下 0.1未満

窒 素 酸 化 物 濃 度 ppm 250以下 99

塩 化 水 素 濃 度 mg/㎥Ｎ 700以下 7.6

ダ

イ

オ

キ

シ

ン

類

１ 号 炉 排 ガ ス ng-TEQ/㎥ N 5以下 0.20

２ 号 炉 排 ガ ス ng-TEQ/㎥ N 5以下 0.75

３ 号 炉 排 ガ ス ng-TEQ/㎥ N 5以下 0.36

１ 号 炉 集 じ ん 灰 ng-TEQ/g － 2.5

２ 号 炉 集 じ ん 灰 ng-TEQ/g － 2.8

３ 号 炉 集 じ ん 灰 ng-TEQ/g － 2.9

１ 号 炉 焼 却 灰 ng-TEQ/g 3以下 0.012

２ 号 炉 焼 却 灰 ng-TEQ/g 3以下 0.00067

３ 号 炉 焼 却 灰 ng-TEQ/g 3以下 0.00080
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申
問
錦
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎
72
２
１
１
６

障
害
者
計
画
策
定
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

公
募
委
員

　

障
害
者
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
た
め
、

市
民
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
資
格　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

○
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人　

○
平
日
の

会
議
（
日
中
ま
た
は
夜
間
に
２
時
間
、
５
回

程
度
開
催
予
定
）
に
出
席
で
き
る
人　

○
会

議
録
や
委
員
氏
名
の
公
開
に
同
意
で
き
る
人

○
申
込
資
格
に
つ
い
て
公
簿
で
の
確
認
に
同

意
で
き
る
人

定
員　

若
干
名

任
期　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

申
込
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮（
必
着
）

選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

面
接
日
時　

３
月
22
日
㈬　

14
時
（
場
所
＝

市
役
所
２
階
会
議
室
21
）

申
所
定
の
応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
高
齢
障
害
課
へ
提
出

問
高
齢
障
害
課

☎
㉙
２
５
２
２　

FAX

㉒
２
８
１
４

　

k
o
u
re
i@

c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

府
谷
ほ
た
る
村
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

や
ま
ざ
と
利
用
者

　

自
然
あ
ふ
れ
る
錦
町
府
谷
地
区
で
、
野
菜

を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
、
地
域
の
人
と
交
流

し
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
田

舎
暮
ら
し
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
宿
泊

棟
と
農
園
を
貸
し
出
し
ま
す
。

場
所　

錦
町
府
谷
地
区

料
金　

37
万
２
０
０
円
／
年

※
農
園
は
１
２
０
円
／
㎡

利
用
施
設　

木
造
２
階
建
て
（
46
㎡
）
の
宿

泊
棟
と
約
40
㎡
の
農
園

募
集
期
間　

随
時

試
験

危
険
物
取
扱
者

試
験
日　

６
月
18
日
㈰

願
書
受
付
期
間

○
電
子
申
請
＝
４
月
８
日
㈯
～
21
日
㈮

○
書
面
申
請
＝
４
月
11
日
㈫
～
24
日
㈪

●
試
験
準
備
講
習
（
有
料
）

対
象　

乙
種
第
四
類
受
験
者

日
時

○
法
令
＝
５
月
30
日
㈫　

９
時
～
16
時

○
理
化
学
＝
５
月
31
日
㈬　

９
時
～
16
時

申
問
岩
国
地
区
防
災
協
会
☎
93
３
３
１
０
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課
☎
㉛
０
１
９
６

周
防
大
島
高
校
福
祉
専
攻
科

　
　
　
　
　
　
　

（
追
加
募
集
）

対
象　

高
校
な
ど
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
人
（
出
身
校
や
年
齢
に
制
限
な
し
）

出
願
期
間　

①
３
月
３
日
㈮
ま
で　

②
３
月

８
日
㈬
～
24
日
㈮

試
験
日　

①
＝
３
月
６
日
㈪　

②
＝
３
月
27

日
㈪

申
問
周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

☎
０
８
２
０
｜
７
２
｜
０
０
２
４

募　

集

試　

験
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料
金　

７
千
円
／
講
座

●
初
歩
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
講
座
～
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｄ
チ
ャ
レ
ン
ジ
編
～

日
時　

毎
週
月
曜　

18
時
～
19
時
30
分

定
員　

15
人

講
師　

竹
野
博
信
氏

●
楽
し
い
声
楽
～
世
界
の
名
曲
を
歌
お
う
～

日
時　

毎
週
月
曜　

18
時
～
19
時
30
分

定
員　

20
人

講
師　

赤
川
優
子
氏

●
保
育
現
場
で
使
え
る
英
語
講
座
～
初
級
編

～日
時　

毎
週
木
曜　

18
時
～
19
時
30
分

定
員　

15
人

講
師　

西
村
久
美
子
氏

募
集
期
間　

３
月
８
日
㈬
～
24
日
㈮　

17
時

必
着
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
受
講
希
望
者
が
９
人
以
下
の
講
座
は
中
止

申
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
つ
き
１
講
座
）
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名

を
記
入
し
、
岩
国
短
期
大
学
総
務
課
へ
郵
送

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
３
２　

尾
津
町
二

丁
目
24
―
18

問
岩
国
短
期
大
学
総
務
課
☎
㉛
８
１
４
１

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
す
る
18
歳
以
上

の
人
で
、
講
座
終
了
後
に
全
国
統
一
要
約
筆

子
供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　

（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

３
月
14
日
㈫　

10
時
～
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

医
師
が
子
供
の
健
康
や
病
気
、
発
達

障
害
、
育
て
方
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す

※
無
料
託
児
付
き

料
金　

無
料

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０
―
６
３
１
５
―
４
７
１
９

岩
国
短
期
大
学

　

生
涯
学
習
公
開
講
座
（
前
期
）

対
象　

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人

期
間　

５
月
８
日
㈪
～
７
月
13
日
㈭
（
い
ず

れ
の
講
座
も
計
10
回
）

場
所　

岩
国
短
期
大
学

記
者
認
定
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

日
時　

４
月
８
日
㈯
～
11
月
11
日
㈯
の
指
定

の
土
曜
（
全
17
回
）　

９
時
30
分
～
16
時

場
所　

川
下
防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
（
中
津
町

二
丁
目
15
番
11
号
）

定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
要
約
筆
記
に
必
要

な
基
礎
知
識
・
基
礎
技
術
を
学
ぶ

料
金　

４
４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

持
参
品　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

募
集
期
間　

３
月
31
日
㈮
ま
で

申
問
高
齢
障
害
課
☎
㉙
２
５
２
２

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
か
勤
務
す
る
18
歳
以
上

の
人
で
、
講
座
終
了
後
に
手
話
奉
仕
員
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

日
時　

４
月
18
日
㈫
～
平
成
30
年
３
月
20
日

㈫
の
毎
週
火
曜
（
全
45
回
）　

19
時
～
20
時

30
分
（
予
定
）

場
所　

岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

手
話
に
必
要
な
基
礎
知
識
・
基
礎
表

現
能
力
を
学
ぶ

料
金　

３
２
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
間　

４
月
４
日
㈫
ま
で

申
問
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
43
３
６
６
３

講
演
・
講
座

相　

談
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料
金　

無
料

持
参
品　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
問
岩
国
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉒
５
８
７
７

プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

３
月
22
日
㈬　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

灘
供
用
会
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

３
月
１
日
㈬　

10
時

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
８

錦
川
清
流
線
お
花
見
列
車

　

桜
の
季
節
に
錦
川
清
流
線
で
、
岩
国
の
地

酒
を
飲
み
比
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

岩
国
駅
発

＝
12
時
30
分
ご
ろ

内
容　

臨
時
便
の
錦
川
清
流
線
に
乗
っ
て
弁

当
と
岩
国
５
蔵
の
地
酒
を
楽
し
む

※
お
酒
の
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

定
員　

各
日
80
人
（
先
着
順
）

料
金　

大
人
＝
６
５
０
０
円
（
錦
川
清
流
線

往
復
運
賃
・
飲
食
代
な
ど
含
む
）

岩
国
市
美
術
展
覧
会

　
　
　
　
　
　

絵
画
セ
ミ
ナ
ー

●
現
代
に
お
け
る
絵
画
表
現
の
か
た
ち

日
時　

３
月
11
日
㈯　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

大
会
議
室

講
師　

原
井
輝
明
氏
（
画
家
、
宇
部
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
）

料
金　

無
料

※
作
品
を
持
参
す
る
と
講
師
か
ら
講
評
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

生
涯
現
役
応
援
講
座

●
健
康
づ
く
り
と
地
域
（
仲
間
）
づ
く
り
の

一
石
二
鳥
～
き
っ
か
け
は
…
ラ
ジ
オ
体
操
～

対
象　

ラ
ジ
オ
体
操
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り

を
し
て
み
た
い
人

日
時　

３
月
22
日
㈬　

13
時
～
15
時

場
所　

福
祉
会
館　

体
育
室

定
員　

60
人

講
師　

ラ
ジ
オ
体
操
指
導
員

イ
ベ
ン
ト

※
希
望
者
は
と
こ
と
こ
ト
レ
イ
ン
に
大
人
往

復
５
０
０
円
で
乗
車
可
能

※
車
で
の
来
駅
は
控
え
て
く
だ
さ
い

募
集
期
間　

３
月
17
日
㈮
ま
で

申
問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

岩
国
城
銘
石
展

日
時　

３
月
20
日
㈷
～
５
月
20
日
㈯　

９
時

～
16
時
45
分
（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

場
所　

岩
国
城
内

料
金　

岩
国
城
入
場
料
が
必
要　

○
大
人
＝
２
６
０
円　

○
小
人
＝
１
２
０
円

問
錦
川
鉄
道
㈱
岩
国
管
理
所
☎
41
１
４
７
７

第
72
回
里
山
体
験
・
交
流
活
動

日
時　

３
月
11
日
㈯　

９
時
30
分
～
14
時

場
所　

い
や
し
の
森
（
丸
太
村
隣
接
山
林
）

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

森
林
整
備
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
コ
マ
打

ち
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

料
金　

５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

持
参
品　

作
業
の
で
き
る
服
装
、
軍
手
、
の

こ
ぎ
り
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

募
集
期
間　

３
月
８
日
㈬
ま
で

申
問
周
東
米
川
公
民
館
☎
84
０
０
０
２

周
東
里
山
の
会
（
中
原
）
☎
０
９
０
―
３
１

７
２
―
８
５
７
３

３
月
の
献
血

３
日
㈮　

○
ホ
テ
ル
か
ん
こ
う　

10
時
～
13

時
、
14
時
～
16
時

５
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

８
日
㈬　

○
岩
国
警
察
署　

10
時
～
11
時
30

分
、
12
時
30
分
～
16
時

14
日
㈫　

○
周
東
総
合
支
所　

９
時
30
分
～

11
時
30
分　

○
玖
珂
こ
ど
も
の
館　

13
時
30

分
～
16
時

16
日
㈭　

○
錦
総
合
支
所　

９
時
30
分
～
12

時　

○
錦
中
央
病
院　

13
時
45
分
～
16
時

18
日
㈯　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

31
日
㈮　

○
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー　

13
時
30

分
～
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

献　

血
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徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
３

月
20
日
㈷
～
25
日
㈯

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
岩
国
の
四
季
と
民
俗
芸
能

期
間　

３
月
19
日
㈰
ま
で

内
容　

岩
国
市
内
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗

芸
能
を
関
連
資
料

や
写
真
で
紹
介

●
近
世
岩
国
の
美
術
工
芸

期
間　

３
月
26
日
㈰
～
５
月
21
日
㈰
ま
で

内
容　

焼
物
や
絵
画
な
ど
、
近
世
の
岩
国
地

域
で
制
作
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
展
示

郷
土
史
研
究
会

●
吉
川
経
倫
の
養
子
相
続
～
徳
山
藩
と
の
交

渉
と
そ
の
過
程
～

日
時　

３
月
19
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
お
殿
様
の
婚
活
事
情
「
御
縁
談
御
密
方
」

を
読
む

日
時　

３
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

㊡
月
・
木
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

入
館
料　

大
人
＝
１
０
０
円　

小
人
＝
50
円

由
宇
町
神
東　

☎
63
１
５
１
５

パ
ン
フ
ル
ー
ト
作
り
教
室

対
象　

小
学
生
（
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同

伴
、
同
伴
者
は
入
館
料
が
必
要
）

日
時　

３
月
11
日
㈯　

10
時
～
12
時

定
員　

20
人

料
金　

７
５
０
円

（
入
館
料
含
む
）

申
由
宇
教
育
支
所

☎
63
０
１
２
１

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎
㉒
０
４
９
０

働
く
婦
人
の
家
自
主
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人
（
教
室
は
、
原
則
と
し
て
初
心
者
の
み
）

募
集
期
間　

３
月
19
日
㈰　

17
時
ま
で
（
先

着
順
）

●
茶
道
教
室
（
表
千
家
）

日
時　

４
月
～
９
月
の
第
２
・
４
月
曜　

18

時
30
分
～
20
時
30
分

定
員　

５
人

料
金　

９
千
円
（
前
納
）

●
茶
道
教
室
（
裏
千
家
）

日
時　

４
月
～
９
月
の
第
１
・
３
水
曜　

18

時
30
分
～
20
時
30
分

定
員　

５
人

料
金　

９
千
円
（
前
納
）

●
絵
手
紙
教
室

日
時　

４
月
～
９
月
の
第
１
・
３
金
曜　

13

時
30
分
～
15
時

定
員　

20
人

料
金　

９
千
円
（
前
納
）

●
ダ
ン
サ
サ
イ
ズ
＆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
時　

４
月
～
９
月
の
第
２
・
４
金
曜　

19

時
20
分
～
20
時
50
分

定
員　

20
人

料
金　

７
千
円
（
前
納
）

●
家
計
見
直
し
講
座

日
時　

４
月
～
６
月
の
第
１
・
３
日
曜　

10

時
～
11
時
30
分
（
全
６
回
）

定
員　

20
人

料
金　

１
５
０
０
円
（
前
納
）

●
子
育
て
マ
ネ
ー
講
座

日
時　

４
月
～
６
月
の
第
２
・
４
日
曜　

10

時
～
11
時
30
分
（
全
６
回
）

定
員　

20
人

※
１
歳
児
以
上
の
無
料
託
児
あ
り

料
金　

１
５
０
０
円
（
前
納
）

●
退
職
後
の
生
活
設
計
講
座

日
時　

４
月
～
６
月
の
第
２
・
４
土
曜　

18

時
～
19
時
30
分
（
全
６
回
）

定
員　

20
人

料
金　

１
５
０
０
円
（
前
納
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

働
く
婦
人
の
家

由
宇
歴
史
民
俗
資
料
館

岩
国
徴
古
館
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内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

申
会
費
を
添
え
て
直
接
、
中
央
公
民
館

ミ
ク
ロ
生
物
館

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎
62
０
１
６
０

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ

　

ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
、
か
わ
い
い

小
動
物
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
体
に
隠
さ
れ

た
秘
密
な
ど
を
専
門
家
か
ら
学
べ
ま
す
。
餌

や
り
も
楽
し
め
ま
す
。

対
象　

誰
で
も
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

３
月
26
日
㈰　

11
時
～
12
時
、
12
時

45
分
～
14
時
30
分
（
予
約
不
要
）

場
所　

ミ
ク
ロ
生
物
館　

体
験
学
習
室

料
金　

無
料

中
央
公
民
館

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

文
化
講
座
受
講
生
募
集
（
前
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
す

る
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

期
間　

４
月
～
９
月
（
計
10
回
、
太
極
拳
・

英
会
話
は
計
18
回
）

料
金　

５
千
円
／
講
座
（
太
極
拳
＝
９
千
円
、

英
会
話
＝
１
万
円
）

※
材
料
費
な
ど
別
途
必
要
な
場
合
あ
り

募
集
開
始　

３
月
３
日
㈮　

８
時
30
分
（
３

日
の
み
19
時
ま
で
受
け
付
け
、
以
降
は
執
務

時
間
内
）

※
い
ず
れ
も
先
着
順

●
和
の
彩
り
を
学
ぶ
華
道（
池
坊
）

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

19
時
～
20
時
30
分

定
員　

20
人

●
美
文
字
に
変
身
！ 

ペ
ン
習
字

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

19
時
～
21
時

定
員　

25
人

●
着
て
、
見
て
、
楽
し
む
！  

き
も
の
着
付

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

19
時
～
21
時

定
員　

20
人

●
太
極
拳
で
健
康
に
な
ろ
う
！

日
時　

第
１
～
４
火
曜　

15
時
～
16
時
30
分

定
員　

30
人

●
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る「
料
理
」

日
時　

第
２
・
４
火
曜　

18
時
30
分
～
21
時

定
員　

24
人

●
カ
ラ
ダ
を
整
え
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

19
時
～
20
時

定
員　

30
人

●
英
会
話
・
英
語
入
門

日
時　

第
１
～
４
月
曜　

15
時
30
分
～
17
時

定
員　

15
人

●
英
会
話
初
級（
昼
）

日
時　

第
１
～
４
月
曜　

13
時
30
分
～
15
時

定
員　

20
人

●
英
会
話
初
級（
夜
）

日
時　

第
１
～
４
木
曜　

19
時
～
20
時
30
分

定
員　

20
人

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

（
前
期
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
の
人

期
間　

４
月
～
９
月

会
費　

５
千
円

募
集
開
始　

３
月
６
日
㈪　

８
時
30
分
（
執

務
時
間
の
み
）

●
大
正
琴

日
時　

第
２
・
４
月
曜　

13
時
30
分
～

定
員　

30
人

内
容　

楽
し
み
な
が
ら
童
謡
、
唱
歌
、
演
歌

な
ど
を
演
奏
す
る

●
カ
ラ
オ
ケ

日
時　

第
１
・
３
火
曜　

13
時
30
分
～

定
員　

40
人

内
容　

音
楽
の
基
礎
を
学
び
、
マ
イ
ク
で
歌

え
る
よ
う
に
練
習
す
る

●
健
康
体
操

日
時　

第
１
・
３
水
曜　

13
時
～

定
員　

50
人

内
容　

タ
オ
ル
体
操
、
体
ほ
ぐ
し
、
ダ
ン
ス

な
ど
で
身
体
づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り

●
絵
画

日
時　

第
２
・
４
木
曜　

14
時
～

定
員　

50
人

内
容　

経
験
や
目
的
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
絵

を
描
く
こ
と
を
楽
し
む

●
民
踊

日
時　

第
１
金
曜　

13
時
30
分
～
、
第
３
金

曜　

10
時
～

定
員　

50
人

内
容　

民
踊
の
基
礎
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽

し
く
踊
る

●
童
謡
唱
歌
・
日
本
の
歌

日
時　

第
２
・
４
金
曜　

10
時
～

定
員　

50
人

内
容　

歌
い
継
ぎ
た
い
童
謡
唱
歌
・
日
本
の

歌
を
歌
う

●
パ
ソ
コ
ン

日
時　

第
１
・
３
木
曜　

13
時
30
分
～

定
員　

15
人

中
央
公
民
館

ミ
ク
ロ
生
物
館
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日
時　

３
月
９
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分英
語
で
お
は
な
し
会

●
楽
し
い
お
は
な
し
を
英
語
で
聞
い
て
み
よ

う
！

対
象　

主
に
小
学
生

日
時　

３
月
11
日
㈯　

14
時
40
分
～

内
容　

や
さ
し
い
英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
た
り
、
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
す
る

講
師　

ド
ナ
ル
ド
・
モ
ケ
ル
キ
ー
氏
（
岩
国

基
地
内
教
師
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
３
月
９
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ア
ー
ト
展

日
時　

３
月
18
日
㈯
～
26
日
㈰　

10
時
～
17

時
（
26
日
＝
15
時
ま
で
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

企
画
展
示
ホ

ー
ル

内
容　

○
公
募
に
よ
る
作
品
約
１
０
０
点

（
絵
画
、
写
真
、
造
形
・
手
芸
、
書
な
ど
）

の
展
示　

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
25

日
の
み
）

料
金　

無
料

平
成
29
年
度
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩

国
友
の
会 

会
員
募
集

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
で
芸
術
を
身
近
に
楽

し
む
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

料
金　

○
入
会
金
＝
５
０
０
円　

○
年
会
費

＝
千
円

期
間　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

特
典　

チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
販
売
・
割
引
販
売

（
２
枚
ま
で
）、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
情
報
誌

「
ひ
び
き
」
や
公
演
チ
ラ
シ
無
料
送
付
、
協

賛
店
で
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
、
会
員
優
待
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

こ
ん
に
ち
は
、
い
わ
く
に
っ
子

子
守
唄
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
い
わ
く
に
っ
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
、
母
か
ら
子
へ
つ
な
ぐ
子
守
唄

日
時　

４
月
23
日
㈰　

14
時
～
（
開
場
＝
13

時
30
分
）　

出
演　

歌
＝
西
山
琴
恵　

ピ
ア
ノ
＝
逸
見
良

造　

ギ
タ
ー
＝
藤
井
秀
亮

料
金　

○
一
般
＝
１
５
０
０
円　

○
３
歳
～

高
校
生
＝
千
円　

○
友
の
会
会
員
＝
千
円　

※
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
し

販
売
窓
口　

周
東
文
化
会
館
、
生
涯
学
習
課
、

玖
珂
教
育
支
所
、
周
東
町
各
公
民
館
、
周
東

南
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

ー
ル

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

対
象　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
を
始
め
た
い
人
、
始
め
た
ば
か
り
の
人

日
時　

３
月
25
日
㈯　

10
時
～
16
時

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
方
の
基
本
、
お
は
な
し
会
の
実

演
、
グ
ル
ー
プ
演
習
、
質
疑
応
答
な
ど

講
師　

中
央
図
書
館
職
員

料
金　

無
料

募
集
開
始　

３
月
３
日
㈮　

10
時

申
中
央
図
書
館

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

中
央
図
書
館
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広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて秘書広報課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

５月１日号募集期限　３月24日（必着）

「雨上がりの虹」

港橋　憲司さん（門前町）

会
談
し
、
安
心
安
全
対
策
お
よ
び
岩
国
南

バ
イ
パ
ス
の
南
伸
を
含
め
た
地
域
振
興
策
、

ま
た
、
市
立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
料

化
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

官
房
長
官
か
ら
は
、
岩
国
市
の
要
望
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
政
府
と
し
て
、
引
き
続

き
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
つ
い
て
は
、
今

後
適
切
に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
市
が
要
望
し
て
い
る
事
業
に
関
し
て
、

国
の
支
援
の
も
と
に
、
国
や
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
目
に

見
え
る
形
で
具

体
的
な
成
果
が

出
せ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

Vol.91

市長夢日記
　

１
月
に
逝
去
さ
れ
た
畑
原
基
成
氏
の
お

別
れ
会
が
先
月
５
日
に
営
ま
れ
、
私
も
参

列
し
ま
し
た
。

　

畑
原
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
岩
国
錦
帯

橋
空
港
の
再
開
、
中
山
間
地
域
の
振
興
、

道
路
網
の
整
備
な
ど
、
本
市
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
目
に
見
え
る
形
で
進
展
し
て

い
ま
す
。
ご
生
前
の
多
く
の
ご
功
績
に
敬

意
を
表
し
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

畑
原
氏
の
お
別
れ
の
会
に
参
列
す
る
た

め
、
本
市
を
訪
問
さ
れ
た
菅
官
房
長
官
と

 福田 良彦

畑原基成氏
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